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自動車業界における線形経済から循環経済への移行

２
０
２
２
年
６
月
、
環
境
省

は
、
『
令
和
４
年
版
環
境
・
循
環

型
社
会
・
生
物
多
様
性
白
書
』
を

公
開
し
た
。
白
書
で
は
、
持
続
可

能
な
社
会
に
向
け
、
気
候
変
動
に

対
応
す
る
「
脱
炭
素
」
、
線
形
で

一
方
通
行
の
大
量
生
産
・
大
量
消

費
で
は
な
く
、
持
続
可
能
な
資
源

利
用
を
す
る｢

循
環
経
済｣

、
人
口

分
散
型
社
会
で
健
全
な
自
然
環
境

と
調
和
す
る｢

分
散
・
自
然
共
生｣

の
３
点
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

海
外
に
お
い
て
も
、
同
年
５
月

に
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
カ
ー
・
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
が
、
循
環
経
済
に
よ

っ
て
自
動
車
業
界
の
高
収
益
化
が

図
ら
れ
る
と
す
る
リ
ポ
ー
ト
を
公

開
し
た
。
リ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、

自
動
車
業
界
は
、
循
環
経
済
化
に

よ
っ
て
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
全
体

で
、
収
益
性
が
１
・
５
倍
に
向
上

し
う
る
と
い
う
。
高
収
益
化
の
手

段
に
は
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
式
の
自
動

車
設
計
を
通
じ
た
修
理
効
率
化

や
、
先
進
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
を
用

い
た
廃
車
処
理
に
よ
る
利
用
可
能

な
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
の
効
率
的
調

達
等
を
挙
げ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
自
動
車
業
界
の
循
環

経
済
化
は
、
自
動
車
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
の
全
体
最
適
化
の
視
点
で
、

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
に
点
在
す
る

収
益
向
上
の
余
地
を
抽
出
し
、
相

互
依
存
関
係
を
踏
ま
え
、
高
収
益

な
循
環
型
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
に

再
構
築
す
る
移
行
過
程
と
い
え

る
。他

方
、
国
内
に
目
を
戻
す
と
、

循
環
経
済
化
を
、
業
界
横
断
的
に

目
指
す
試
み
も
進
む
21
年
環
境

省
、
経
産
省
な
ど
は
「
幅
広
い
関

係
者
の
循
環
経
済
へ
の
更
な
る
理

解
醸
成
と
取
り
組
み
の
促
進
を
目

指
し
、
官
民
連
携
を
強
化
す
る
」

目
的
で
、
循
環
経
済
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
設
立
し
た
参
加
者
は


多
業
種
か
ら
約
１
３
０
企
業
、
約

20
団
体
を
数
え
る
が
、
自
動
車
企

業
は

現
状
、
１
企
業
に
と
ど
ま

る
こ

れ
ま
で
、
自
動
車
業
界
は
、

中
古
車
業
界
や
廃
車
リ
サ
イ
ク
ル

業
界
等
、
関
連
す
る
業
界
と
独
自

に
連
携
し
た
循
環
型
事
業
モ
デ
ル

を
確
立
し
て
は
き
た
が
、
こ
う
し

た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
動
き
も

踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
は
、
よ
り
一

層
、
業
界
横
断
的
な
連
携
を
強
化

す
べ
き
だ
ろ
う
。
各
業
界
が
、
互

い
に
資
源
の
利
用
可
能
性
を
検
討

し
、
よ
り
よ
い
循
環
経
済
の
あ
り

方
を
模
索
す
る
こ
と
で
、
全
体
最

適
化
し
た
、
よ
り
高
収
益
な
循
環

経
済
が
実
現
す
る
は
ず
で
あ
る
。

足
元
で
期
待
さ
れ
る
事
例
と
し

て
は
、
エ
ア
バ
ッ
グ
か
ら
エ
コ
バ

ッ
グ
を
、
タ
イ
ヤ
か
ら
財
布
や
靴

を
生
産
す
る
な
ど
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
業
界
の
製
品
に
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
取
り

組
み
が
あ
る
。
ま

た
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
業
界
と
と

も
に
中
古
バ
ッ
テ
リ

ー
を
定
置
型
蓄
電
池

と
し
て
パ
ー
ツ
リ
ユ

ー
ス
す
る
取
り
組
み

も
進
み
つ
つ
あ
る
。

加
え
て
、
業
界
横

断
を
し
つ
つ
、
循
環

経
済
化
を
さ
ら
に
推

し
進
め
る
に
は
、
製

品
寿
命
の
長
期
化
の

観
点
を
よ
り
重
視
す

る
方
向
性
が
あ
り
う

る
。
こ
れ
に
は
、
所

有
に
よ
ら
ず
、
利
用

サ
ー
ビ
ス
へ
の
課
金

で
継
続
的
な
利
益
を

得
る
事
業
モ
デ
ル
へ

の
転
換
が
有
望
だ
。

観
光
施
設
や
自
治

体
で
の
交
通
手
段
と

し
て
、
配
送
業
界
で

の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配

送
手
段
と
し
て
、
自

動
車
利
用
サ
ー
ビ
ス

の
活
用
機
会
は
、
さ

ら
に
増
え
る
だ
ろ

う
。
こ
れ
ら
の
事
業

に
は
、
型
落
ち
し
た

新
車
や
中
古
車
を
積

極
的
に
活
用
す
る
余

地
が
あ
り
う
る
。
一

定
の
役
目
を
終
え
た

後
は
、
他
業
界
の
用

途
に
循
環
・
活
用
す

る
こ
と
も
考
え
う
る
。
こ
の
よ
う

に
、
多
様
な
業
界
と
連
携
し
横
断

的
に
資
源
や
製
品
を
有
効
活
用
す

る
観
点
が
、
高
収
益
な
循
環
経
済

化
に
つ
な
が
る
と
み
ら
れ
る
。

今
後
、
国
内
で
は
、
自
動
車
を

含
む
各
業
界
で
、
循
環
経
済
化
の

波
が
押
し
寄
せ
る
だ
ろ
う
。
そ
の

際
、
白
書
が
目
指
す
持
続
可
能
な

社
会
へ
の
「
循
環
経
済
」
の
あ
り

方
を
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
取

り
組
み
な
ど
を
通
じ
、
多
様
な
パ

ー
ト
ナ
ー
が
共
有
し
協
調
す
る
こ

と
が
、
線
形
経
済
か
ら
全
体
最
適

化
し
た
高
収
益
な
循
環
経
済
へ
の

移
行
の
鍵
と
な
る
。

（
次
回
は
９
月
26
日
に
掲
載
し
ま

す
）


